
Ｑ	

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
施
設

の
長
寿
命
化
計
画
と
併
せ
て
公
園

全
体
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
計
画
策
定
は
、
関
係
部
署

や
関
係
団
体
、
そ
し
て
専
門
家
な

ど
、
よ
り
広
く
よ
り
深
く
よ
り
高

い
計
画
を
練
り
上
げ
て
整
備
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ	
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
今
年
で
25
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
魅
力
的

な
公
園
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
時

期
に
来
て
い
る
。
中
山
間
地
域
の

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
景

観
な
ど
も
含
め
公
園
が
持
っ
て
い

る
特
徴
を
見
つ
め
直
し
、
多
世
代

が
楽
し
め
る
場
を
提
供
し
た
い
。

教
育
委
員
会
が
主
管
し
関
係
部
署

と
連
携
し
関
係
団
体
や
関
係
者
と

意
見
聴
取
を
行
っ
て
今
年
の
５
月

末
ま
で
に
は
基
本
方
針
を
定
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ	

こ
れ
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

い
え
ば
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、

効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
「
守
り
の
コ
ン
パ
ク
ト
」

が
前
提
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
市
役
所
や
主
要
な
駅
周
辺

は
、
人
口
や
イ
ン
フ
ラ
の
集
積
に

よ
り
新
た
な
価
値
を
産
む
「
攻
め

の
コ
ン
パ
ク
ト
」
を
目
指
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ	

こ
う
し
た
エ
リ
ア
は
、
多
様
な
都

市
機
能
の
集
積
を
活
か
し
た
本
市

の
都
市
拠
点
と
、
さ
ら
に
は
将
来

に
向
け
た
発
展
の
可
能
性
を
有
す

る
活
力
創
出
拠
点
と
し
て
位
置
付

け
る
。
既
存
の
都
市
機
能
の
ス
ト

ッ
ク
や
木
材
港
の
土
地
資
源
を
活

か
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め

る
。
ま
た
、
将
来
を
見
通
し
た
都

市
空
間
の
形
成
を
進
め
よ
り
高
次

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
い
。

Ｑ	

障
が
い
の
あ
る
方
が
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
場
合
、
専
用
器
材
や
指

導
員
の
確
保
等
、
様
々
な
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
る
。

	

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
中
に

一
元
的
な
窓
口
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
本
市
に
そ
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
。
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
を
問
う
。

Ａ	

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
総
合
的
に

振
興
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
担
当
で
あ
る
教
育
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
障
害
福
祉
部
局
と
連

携
協
働
し
て
進
め
て
い
く
。
平
成

30
年
度
策
定
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
に
は
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
盛
り
込
む
予
定
と
し
て
い

る
。
今
後
、
計
画
的
に
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

佐
伯
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
整
備
計
画

「
集
積
」
で

�

新
た
な
価
値
の
創
造

障
が
い
者
の

�

ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

・
続
、
経
営
改
革
指
針
に
つ
い
て

・
環
境
施
策
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
持
続
可
能
性
の
あ
る
財
政
運
営
に
つ
い
て

一
般
質
問
と
は
？

市
の
行
う
一
般
事
務
に
つ
い
て

議
員
が
質
問
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大

切
な
質
問
で
す
。

あ
な
た
が
関
心
を
も
っ
た
質
問

は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
議
員
13
名
　
質
問
29
項
目

※�

質
問
・
答
弁
要
旨
は
質
問
し
た
議
員

が
書
い
た
も
の
で
す
。

　

�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
会
議

録
・
廿
日
市
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
質

問

議
員
の

&
市
の

ＱＡ般

岡本　敏博 議員

松本　太郎 議員

大﨑　勇一 議員
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Ｑ	

米
軍
再
編
に
伴
う
岩
国
基
地
へ
の

艦
載
機
移
転
に
つ
き
、
県
知
事
が

行
政
区
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
財
政

支
援
を
求
め
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し

た
。
こ
れ
ま
で
本
市
議
会
は
、
艦

載
機
移
転
に
つ
き
「
断
じ
て
容
認

で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
書
を
可

決
し
、
市
長
も
反
対
の
意
思
表
示

を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

回
の
県
の
方
向
性
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

Ａ	

県
知
事
が
米
軍
再
編
に
伴
う
負
担

を
踏
ま
え
た
国
の
財
政
支
援
の
支

援
対
象
地
域
の
拡
大
を
求
め
ら
れ

た
が
、
こ
れ
は
防
音
対
策
や
騒
音

対
策
な
ど
に
講
じ
る
交
付
金
を
想

定
し
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。
本

市
と
し
て
は
同
じ
課
題
を
持
つ
３

市
町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
多
く

の
声
や
力
を
集
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
な

事
項
を
国
へ
求
め
た
い
。

Ｑ	

は
つ
か
い
ち
大
橋
四
車
線
化
整
備

工
事
の
起
工
式
が
30
年
１
月
20
日

に
あ
っ
た
が
、
次
は
早
急
に
渋
滞

緩
和
の
た
め
に
木
材
港
ラ
ン
プ
か

ら
広
岩
（
広
島
岩
国
）
道
路
へ
の

動
線
と
な
る
広
島
南
道
路
の
整
備

に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
。

	

改
め
て
本
格
的
に
広
島
南
道
路
整

備
を
、
国
・
県
へ
と
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

Ａ	

広
島
南
道
路
の
事
業
化
に
向
け
、

ま
ず
は
、
事
業
主
体
を
決
定
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
国
・
県
・
広
島
市
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
「
広
島
周
辺
幹

線
道
路
網
連
絡
協
議
会
」
に
お
い

て
議
論
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、

そ
の
開
催
に
向
け
て
関
係
機
関
に

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

Ｑ	

広
岩
道
路
・
木
材
港
ラ
ン
プ
間
を

優
先
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

Ａ	

そ
う
い
う
認
識
で
進
め
る
。

Ｑ	

広
島
東
洋
カ
ー
プ
屋
内
総
合
練
習

場
西
側
約
200
ｍ
に
、
市
道
熊
ケ
浦

鯛
ノ
原
線
整
備
（
ち
ゅ
ー
ピ
ー
パ

ー
ク
西
側
と
早
時
の
間
）
が
予
算

化
さ
れ
て
い
る
。

	

そ
こ
で
整
備
に
際
し
て
、
カ
ー
プ

若
手
選
手
育
成
の
一
助
と
な
る
べ

く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
し
や
す
い
道

路
仕
様
に
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ	

市
道
は
全
幅
10.5
ｍ
の
２
車
線
、
片

側
に
幅
員
3.5
ｍ
の
歩
道
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

歩
道
は
経
済
性
や
維
持
管
理
面
か

ら
、
透
水
性
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
利

用
者
に
目
印
と
な
る
距
離
標
の
設

置
や
、
カ
ー
プ
球
団
を
意
識
し
た

舗
装
の
色
彩
等
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
や
景
観
等
を
考
慮
し
、
総
合

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ	

①
市
役
所
内
の
障
が
い
者
雇
用
の

現
状
と
今
後
の
推
進
体
制
に
つ
い

て
問
う
。

	

②
民
間
企
業
の
障
が
い
者
雇
用
率

の
現
状
と
今
後
の
就
労
促
進
方
策

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ	

①
本
市
の
職
員
採
用
は
身
体
、
療

育
、
精
神
の
３
障
が
い
の
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
を
対
象
に

採
用
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
障

が
い
者
雇
用
率
は
21
人
2.23
％
で
あ

り
、
率
先
し
て
障
が
い
者
雇
用
に

組
ん
で
い
き
た
い
。

	

②
民
間
企
業
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

廿
日
市
管
内
で
、
253
人
1.92
％
で
法

定
雇
用
率
を
下
回
っ
て
い
る
。
障

が
い
者
の
特
性
に
応
じ
た
働
き
方

や
職
域
の
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う

啓
発
活
動
に
取
り
組
み
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
就
労
促
進
に
努
め
た

い
。

米
軍
再
編

今
後
の
対
応
ど
う
図
る

交
通
円
滑
化
図
る

�
広
島
南
道
路
を

熊
ケ
浦
鯛
ノ
原
線
に

�

若
鯉
ロ
ー
ド
を

障
が
い
者
雇
用
率
の

�

達
成
を

 

そ
の
他
の
質
問

・
地
区
集
会
所
の
今
後
に
つ
い
て

・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
国
保
財
政
県
移
管
の
背
景
・
経
緯
の
市
民

に
対
す
る
納
得
の
で
き
る
説
明
を

・
機
能
に
着
目
し
た
公
共
施
設
複
合
化
へ
の

効
果
的
な
市
民
ニ
ー
ズ
把
握
を

 

そ
の
他
の
質
問

・
Ｊ
Ｒ
前
空
駅
南
口
の
整
備
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
一
般
行
政
と
市
教
委
へ
の
請
願
の
取
り
扱

い
と
委
員
会
の
公
開
に
つ
い
て

林　　忠正 議員

山田　武豊 議員

中島　康二 議員

小泉　敏信 議員
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Ｑ	

県
は
広
島
県
水
道
広
域
連
携
協
議

会
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
方
針
で

あ
る
。
国
は
「
広
域
化
は
強
制
で

は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
補
助
金

で
広
域
化
や
民
営
化
を
誘
導
。
水

道
事
業
へ
の
民
間
参
入
は
水
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
経
済
界
の
要
請
で
も

あ
る
。
住
民
の
命
に
か
か
わ
り
、

き
め
細
か
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る

水
道
事
業
は
市
町
で
行
う
の
が
基

本
で
あ
り
、
本
市
は
協
議
会
に
参

加
す
べ
き
で
は
な
い
が
ど
う
か
。

Ａ	

本
市
の
水
道
事
業
は
こ
れ
ま
で
経

営
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

さ
ら
な
る
経
営
基
盤
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
。
安
心
安
全
な
水
を
適

切
な
料
金
で
安
定
し
て
提
供
す
る

た
め
に
多
様
な
連
携
手
法
を
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る
当
該
協
議
組

織
へ
参
加
し
、
県
や
各
市
町
と
議

論
を
重
ね
、
連
携
の
判
断
は
慎
重

に
行
い
た
い
。

Ｑ	

本
市
の
公
立
小
中
学
校
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
の
状
況
に
つ
い
て
は
。

Ａ	

残
業
の
上
限
を
超
え
る
教
職
員
の

割
合
は
小
学
校
65.6
％
、
中
学
校
73.7

％
で
本
市
で
も
課
題
で
あ
る
。

Ｑ	

事
務
作
業
代
行
の
「
教
務
事
務
支

援
員
」
の
配
置
状
況
に
つ
い
て
は
。

Ａ	

29
年
度
小
学
校
２
校
、
中
学
校
３

校
配
置
し
今
後
、
市
独
自
で
配
置

し
働
き
方
改
革
を
し
た
い
。

Ｑ	

中
学
校
の
部
活
動
外
部
人
材
導
入

と
「
週
２
日
休
養
」
に
つ
い
て
は
。

Ａ	

一
部
に
外
部
指
導
者
を
活
用
し
て

い
る
が
、
今
後
は
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
配
置
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
週
２
日
休
養
は
、
中

体
連
や
校
長
会
と
協
議
す
る
。

Ｑ	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
で
教
職
員
の
負
担
軽

減
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
は
。

Ａ	

28
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を

始
め
、
今
後
新
た
な
指
導
員
を
配

置
し
努
め
た
い
。

Ｑ	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
10

年
程
、
２
０
３
０
年
頃
ま
で
世
界

の
貧
し
か
っ
た
国
々
が
経
済
力
を

つ
け
、
多
く
の
人
た
ち
が
海
外
旅

行
に
出
向
く
よ
う
に
な
る
と
、
国

際
的
な
機
関
が
発
表
し
て
い
る
。

宮
島
や
、
本
市
を
訪
れ
る
方
々
は

益
々
増
え
続
け
る
事
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
専
門
的
に
そ

の
対
応
に
あ
た
る
専
門
課
の
新
設

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ	

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
向
け
た

取
組
み
は
、
広
島
県
を
事
務
局
と

す
る
「
広
島
県
観
光
テ
ー
マ
地
区

推
進
協
議
会
」
に
参
画
、
受
入
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
し
ご
と

共
創
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な

ど
、
観
光
課
が
中
心
と
な
っ
て
関

係
団
体
と
役
割
分
担
を
し
、
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
効
率
的
か
つ
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ	

今
年
宮
島
は
平
清
盛
公
生
誕
九
百

年
祭
を
迎
え
る
。
創
意
工
夫
し
、

お
金
を
か
け
な
い
観
光
の
仕
組
み

作
り
と
、
弥
山
を
愛
す
る
人
た
ち

に
安
全
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
作

り
を
。

	

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
観
光
客
自
ら
が
行

う
観
光
宣
伝
の
充
実
を
。

	

②
市
設
置
の
ト
イ
レ
の
ド
ア
に

「
和
式
」「
洋
式
」
と
表
示
を
。

	

③
登
山
者
の
安
全
の
た
め
に
登
山

道
に
距
離
の
表
示
を
。
ま
た
、
正

確
な
地
図
の
配
布
、
日
没
後
の
注

意
事
項
を
、
桟
橋
に
常
設
看
板
を

作
り
注
意
喚
起
を
。

Ａ	

①
30
年
度
、
弥
山
展
望
台
に
Ｗ
ⅰ

−Ｆ
ⅰ
を
設
置
す
る
の
で
観
光
宣

伝
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
。

	

②
宮
島
は
２
月
か
ら
対
応
し
た
。

	

③
環
境
省
、
県
、
消
防
等
関
係
機

関
と
も
協
議
を
す
る
。

水
は
福
祉

水
道
事
業
広
域
化
は
問
題

教
職
員
の
長
時
間
勤
務

�
の
負
担
軽
減
策
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

�

対
応
を
専
門
課
で

清
盛
公
生
誕
九
百
年
祭

を
機
に
仕
組
み
作
り
を

 

そ
の
他
の
質
問

・
中
山
間
地
域
の
集
落
維
持
・
活
性
化
策
に

つ
い
て

・
保
育
園
再
編
基
本
構
想
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
２
０
１
７
年
中
国
５
県
の
人
口
移
動
で
の

本
市
の
人
口
転
入
超
過
２
位
の
評
価
と
今

後
の
施
策
に
つ
い
て

 

そ
の
他
の
質
問

・
大
野
地
域
の
諸
問
題
に
つ
い
て

・
南
海
ト
ラ
フ
対
策
で
消
防
本
部
の
重
要
機

能
を
高
台
移
転
へ

徳原　光治 議員

荻村　文規 議員

井上佐智子 議員

大畑　美紀 議員
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議
決
日

種　
類

番　
号

事　件　名
議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
隅
田　
仁
美

北
野　
久
美

山
口　
三
成

大
﨑　
勇
一

枇
杷
木
正
伸

新
田　
茂
美

石
塚　
宏
信

中
島　
康
二

荻
村　
文
規

広
畑
裕
一
郎

林　
　
忠
正

田
中　
憲
次

藤
田　
俊
雄

山
田　
武
豊

徳
原　
光
治

佐
々
木
雄
三

井
上
佐
智
子

松
本　
太
郎

大
畑　
美
紀

高
橋
み
さ
子

栗
栖　
俊
泰

細
田　
勝
枝

堀
田　
憲
幸

角
田　
俊
司

岡
本　
敏
博

有
田　
一
彦

小
泉　
敏
信

仁
井
田
和
之

３
月
22
日

議
案26

廿日市市介護保険条
例の一部を改正する
条例

原案
可決 26 １○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○○○議 長

３
月
22
日

議
案１ 平成30年度廿日市市

一般会計予算
原案
可決 26 １○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○○○議 長

３
月
22
日

議
案３

平成30年度廿日市市
介護保険特別会計予
算

原案
可決 26 １○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○○○議 長

３
月
22
日

議
案４

平成30年度廿日市市
後期高齢者医療特別
会計予算

原案
可決 26 １○○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○○○○○議 長

� 〔表示例〕　○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　議長…議長職

会 期：平成30年２月23日〜３月22日の28日間
３月定例会の議案等のうち賛成・反対が分かれたものについて、各議員の賛否の状況をお知らせ
します。

Ｑ	

昨
年
12
月
、
今
後
の
方
針
を
質
問

し
た
と
こ
ろ
本
年
６
月
に
次
期
管

理
者
を
募
集
。
ま
た
、
老
朽
化
に

よ
る
概
算
改
修
費
を
総
額
７
億
円

と
し
、
順
次
取
り
組
む
予
定
。
し

か
し
、
現
状
は
民
間
の
運
営
で
も

利
用
者
は
減
少
し
、
委
託
料
の
増

加
等
、
改
善
ど
こ
ろ
か
よ
り
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
市
は
、
次
期
委

託
中
に
廃
止
も
含
め
検
討
す
る
と

し
た
が
、
改
修
費
が
無
駄
に
な
る

懸
念
も
生
ま
れ
た
。
改
修
の
前
に

投
資
効
果
等
の
議
論
を
尽
く
し
、

今
後
の
在
り
方
を
決
す
る
べ
き
だ
。

Ａ	

昨
年
末
か
ら
故
障
が
相
次
ぎ
耐
用

年
数
を
超
え
た
設
備
の
対
症
療
法

の
修
繕
は
限
界
。
管
理
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
現
行
委
託
料
で
の
収

支
不
足
解
消
は
難
し
い
と
聞
い
た
。

12
月
の
答
弁
時
と
状
況
が
変
わ
り

再
度
慎
重
に
検
討
し
、
今
後
の
方

針
を
早
期
に
議
会
へ
示
し
た
い
。

Ｑ	

大
災
害
が
起
き
る
度
法
律
が
改
正

さ
れ
る
中
、
避
難
弱
者
が
利
用
す

る
本
市
の
所
有
す
る
建
物
の
耐
震

化
に
つ
い
て
一
点
だ
け
問
う
。

Ａ	

学
校
施
設
は
対
策
済
み
。「
市
有

建
築
物
耐
震
化
方
針
」
に
基
づ
き

取
り
組
ん
で
い
る
。
耐
震
化
87.8
％

で
あ
る
。
耐
震
化
の
優
先
順
位
を

決
め
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ	

広
島
市
西
区
福
島
保
育
園
の
耐
震

工
事
の
内
容
、
30
年
３
月
31
日
完

了
額
２
千
80
万
円
。
広
島
市
で
は

全
保
育
園
を
耐
震
化
す
る
。
本
市

は
保
育
園
の
耐
震
化
を
せ
ず
、
弱

者
で
あ
る
園
児
の
身
体
を
守
れ
る

の
か
、
ま
た
そ
の
責
任
は
誰
が
取

る
の
か
。

Ａ	

保
育
園
は
、
小
中
学
校
の
よ
う
な

多
層
階
で
は
な
い
た
め
、
途
中
で

潰
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
園

庭
に
安
全
に
移
動
で
き
、
避
難
訓

練
で
十
分
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
ビ
レ
ッ
ジ

�

議
論
を
尽
く
せ

災
害
か
ら
園
児
の
命
を
守
る

�
本
市
の
対
策
は

 

そ
の
他
の
質
問

・
合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て

定例会議決結果

石塚　宏信 議員

広畑裕一郎 議員

14さくら　一般質問・定例会議決結果


